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1 導入
$F$ をその剰余標数が 2でない非アルキメデス的局所体とする. 本稿で

は, Bushnell-Kutzko $[1|$ によって定義された一般線形群 $GL(N, F)$ におけ

る simple type の類似物を $F$ 上の古典群 $G$ に関しても定義する. それを
また $G$ に関する simple type と呼び, そして “self-dual’と呼ばれる概念を
導入する. その self-dual simple type が, Moeglin-Tadi\v{c} [10] において類別
されている $G$ の既約 2乗可積分表現からなる同値類のある族に関連する
ことを見る.

これは, Stevens の最近の結果 [12] を用いて, Blondel [4, 5], Goldberg-
Kutzko-Stevens [6], そして [8] の結果を拡張して得られたものである. ま
た宮内通孝氏 (京都大学 COE研究員) によるこの結果に関するいくつも
の誤りの指摘と貴重なコメントをもとに改善されたものである. ここに
氏に深く感謝します.

2 準備
$F$ を (自明も許す) 対合 $x\mapsto\overline{x}$をもつその剰余標数が 2でない非アルキ

メデス的局所体とし, $F_{0}$ を $F$ におけるその対合の固定体とする. $0_{F}$ と $\mathfrak{p}_{F}$

を各々 $F$ における整数環とその極大イデアルとする.
$\epsilon\in\{\pm 1\}$ とする. $(V_{0}, h_{0})$ と $(V’, h’)$ を $F$ 上有限次元非退化 $\epsilon$-Hermite
形式の空間とし, 後者は, $\dim_{F}(V’)=2N(N\geq 2)$ , そして正則 (regular)
とする. これから

$V=V_{0}\oplus V’,$ $h=h_{0}\perp h’$ .

とする. このとき, $V_{0}=(0)$ も許す.
$G^{+}$ を形式 (V, h) の unitary群とし, $G$で凡上の代数群としての $G^{+}$ の

単位元の連結成分の ( $F_{0}$-有理点のなす) 群を表す.
ある関数A: $\mathbb{Z}arrow$ { $0_{F}$-lattices in $V$ } が $V$ における ‘

$0_{F}$-lattice sequence’
とは, 次の条件を満たすものをいう $($ [3, (2.1)] $)$ :
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(1) $n\geq m\Rightarrow\Lambda(n)\subset\Lambda(m)$ ;
(2) $\Lambda(n+e)=\mathfrak{p}_{F}\Lambda(n),$ $(n\in \mathbb{Z})$ を満たす正の整数 $e=e(\Lambda)$ が存在する.

ある lattice sequence $\Lambda$ が (self-dual’とは, 各整数 $n$ に対して,

A $(n)$幸: $=\{v\in V|h(v$ , A $(n))\subset \mathfrak{p}_{F}\}=$ A$(d-n)$

を満たすある整数 $d$ が存在することをいう.
ある $0_{F}$-lattice sequence $\Lambda$ から, $A=$ End$F(V)$ 上に自然なフィルター

付け $\{a_{n}(\Lambda)\}_{n\in^{r-}}.- J$ が

$a_{n}(\Lambda)=\{x\in A|x\Lambda(m)\subset\Lambda(m+n), m\in \mathbb{Z}\},$ $(n\in \mathbb{Z})$

で定義される. さらにその A が seff-dualならば, $G$の開コンパクト部分群
$P(\Lambda)$ とそのフィルター付け $\{P_{n}(\Lambda)\}_{n\geq 1}$ を

$P(\Lambda)=G\cap a_{0}(\Lambda),$ $P_{n}(\Lambda)=G\cap(1+a_{n}(\Lambda)),$ $(n\geq 1)$

で定義できる.

3 Skew semisimple strata
$V$ のある $0_{F}$-lattice sequence $\Lambda,$ $n\geq r\geq 0$ を満たす整数 $n,$ $r$ , そし

て $b\in a_{-n}(\Lambda)$ からなる $A=$ End$F(V)$ における 4つ組 $[\Lambda,$ $n,$ $r,$ $b]$ を $A$ の

‘stratum’ と呼ぶ $($ [3, (3. 1)] $)$ . その stratum $[\Lambda, n, r, b]$ が ‘skew’ とは, $\Lambda$ が

self-dual で, $b\in a_{-n}(\Lambda)$ が $G$ の Lie環の元であることをいう.
次の条件を満たす stratum $[\Lambda, n, r, \beta]$ を ‘simple’と呼ぶ :

(1) $\beta$ が生成する多元環 $E=F[\beta]$ が体をなす ;
(2) 埋め込み $E\subset A$ によって $V$ を $E$-線形空間とみなすとき, A は $0_{E^{-}}$

lattice sequence となる ;
(3) $\beta\in a_{-n}(\Lambda)\backslash a_{-n+1}(\Lambda)$ ;
(4) $k_{0}(\beta,\Lambda)<-r$ ,

ここで, 整数 $k_{0}(\beta, \Lambda)$ の定義は略す. その定義に関して, [11, 12] を参照
されたい.

もし $n=r$ そして $b=0$ ならば, stratum $[\Lambda, n, r, b]$ を ‘null’と呼ぶ.
$[\Lambda, n, r, \beta]$ を $A$ のある stratum とし, $V=\oplus_{i=1}^{\ell}V^{i}$ を F-線形部分空間

への $V$ の直和分解とする. その分解 $V=\oplus_{i=1}^{\ell}V^{i}$ が $[\Lambda, n, r, \beta]$ に関する

[splitting’ とは
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A $(k)= \bigoplus_{i=1}^{p}\Lambda^{i}(k)(k\in \mathbb{Z}),$ $\beta=\sum_{i=1}^{p}\beta_{i}$ ,

が成り立つことをいう. ここで, 各 $i$ に対して, $\Lambda^{i}(k)=\Lambda(k)\cap V^{i}(k\in \mathbb{Z})$ ,
そしてその核が $\oplus_{j\neq i}V^{j}$ となる射影 1: $Varrow V^{i}$ に対して, $\beta_{i}=1^{i}\beta 1^{i}$ と

する.

定義 1. ([11, 3.2]). 次の条件が満たされれば, $A$ のある stratum $[\Lambda, n, r, \beta]$

を ‘semisimple’と呼ぶ: それは nullか, さもなければ $\beta\in a_{-n}(\Lambda)\backslash \alpha_{-n+1}(\Lambda)$

で, 以下のような splitting $V=\oplus_{i=1}^{\ell}V^{i}$ が存在することをいう :

(1) $1\leq i\leq\ell$ に対して, $[\Lambda^{i}, q_{i}, r, \beta_{i}]$ は $A^{i}=$ End$F(V^{i})$ において simple
か iiull である, ここで, もし $\beta_{i}=0$ ならば, $q_{i}=r$ , そうでなければ,
$(\mathcal{B}_{i}\in a_{-q_{i}}(\Lambda)\backslash \alpha_{-q_{i}+1}(\Lambda)$ となる ;

(2) $1\leq i,j\leq\ell,$ $i\neq j$ に対して, stratum $[\Lambda^{i}\oplus\Lambda^{j}, q, r, \beta_{i}+\beta_{j}]$ は simple
stratum にも null stratum にも同値でない, ただし, $q= \max\{q_{i}, q_{j}\}$ .

次章で simple type を定義するために, Stevens [12] の概念に従った $A$ の

ある特別な skew semisimple stratum $[\Lambda, n, 0, \beta]$ を考察する.

(仮定 1) $[\Lambda, n, 0, \beta]$ を以下の条件を満たす成分からなる $A$ のある skew
semisimple stratum とする :

(1) $\beta=\beta^{0}+\beta’$ , ここで, $\beta^{0}$ は End$F(V_{0})$ における半単純元, $\beta’\neq 0$ は

End$F(V’)$ における単純元とし, $E^{0}=F[\beta^{0}],$ $E’=F[\beta’]$ , そして

$E=F[\beta]=E^{0}\oplus E’$

とする. ここで, $\beta^{0}=0$ または $\beta^{0}=\beta$ を許す. しかし, もし $E^{0}$ が単

純でなければ, $\beta^{0}$ は $\beta’$ を因子に含まない;
(2) 自然な $E^{0}\oplus E$’-加群 $V=V_{0}\oplus V’$ において, $\Lambda$ が self-dual $0_{E^{0}}\oplus 0_{E^{J-}}$

lattice sequence として

$\Lambda(k)=\Lambda_{0}^{A1}(k)\oplus\Lambda’(k),$ $(k\in \mathbb{Z})$

と分解する. ここで, $0_{E}0\oplus 0_{E’}$ は $E=E^{0}\oplus E’$の整数環を表す.
(3) さらに $Farrow|ffl$形部分空間 $V_{0}$ と半単純元 $\beta^{0}$ は,

$V_{0}= \sum_{i=1}^{\ell}V^{i},$ $\beta^{0}=\sum_{i=1}^{\ell}\beta_{i}$
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と分解する. ここで. 各 $\beta_{i}^{0}$ は End$F(V_{0}^{i})$ の単純元とする. $E_{i}=F[\beta_{i}^{0}]$

とおくと) $E^{0}=\oplus_{i}$易となる ;
(4) また $\Lambda^{(0)}=\Lambda_{0}^{\Lambda I}$ は self-dual $0_{E^{0}}$-lattice sequence として

$\Lambda^{(0)}(k)=\bigoplus_{i=1}^{\ell}\Lambda^{i}(k),$ $(k\in \mathbb{Z})$

と分解する. $B^{0}$ を End$F(V_{0})$ における $\beta^{0}$ の中心化環とする. このと
き, $b_{0}(\Lambda^{(0)})$ $:=a_{0}(\Lambda^{(0)})\cap B^{0}$ が $B^{0}$ における極大 self-dual oEo $arrow$多元環
になるものとする,

(5) $V’$ は, ある自然数 $m$ と $f$ に対して, $V’$ が $\dim_{E^{l}}(W^{(j)})=f$ を満たす
$E$’-線形部分空間への分解

$V’= \bigoplus_{j=-m,j\neq 0}^{m}W^{(j\rangle}$ .

をもつ. ここで, $2N=f[E’:F]m$ を注意する ;
(6) さらに $\Lambda’$ が $A’=$ End$F(V’)$ の self-dual $0_{E’}$ -lattice sequence として

$\Lambda’(k)=\bigoplus_{j=-m,j\neq 0}^{m}\Lambda^{(j)}(k),$ $(k\in \mathbb{Z})$

と分解し, 自然な環の同型

$b_{0}(\Lambda’)/b_{1}(\Lambda^{/})\simeq\Lambda l(f_{\grave{}}k_{E’})\cross\cdots$

$\underline{\cross 1W(f,k_{E’})}$

m-times

が存在する. ここで, bo $(\Lambda’),$ $b_{1}(\lambda’)$ を (4) のように定義し, 右辺の因
子は $E’$ の剰余類体 $k_{E^{l=}}o_{E’}/\mathfrak{p}_{E’}$ を係数にもつ階数 $f$ の全行列環で
ある

(7) そして bo $(\Lambda^{\prime M})$ が $b_{0}(\Lambda‘)$ を含む End$F(V’)$ における $\beta’$ の中心化環の
極大 self-dual $0_{E^{z}}$ -多元環となるような $V$ ‘ の self-dual $0_{E}/$ -lattice se-
quence $\Lambda^{\prime M}$ が存在する ;

(8) $V^{l+1}=V’,$ $\beta^{\ell+1}=\beta’$ , そして $\Lambda^{\ell+1}=\Lambda’$ とおく. (3), (4) の記号の
もと

$V= \bigoplus_{i=1}^{\ell+1}V^{i},$ $\beta=\bigoplus_{i=1}^{\ell+1}\beta^{i}$ , A $= \bigoplus_{i=1}^{\ell+1}\Lambda^{i}$

が $[A. n, 0,\beta]$ の splitting になる ;
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(9) 最後に, 各 $j\neq 0$ に対して, Hermite形式んに関する $W^{(j)}$ の直補部分
空間が $\oplus_{k\neq-j}W^{(k)}$ となる.

命題 3.1. 仮定 1を満たす $A$ の skew semisimple stratum $[\Lambda, n, 0, \beta]$ が存
在する.

証明. そのような stratum が, $C$ 型の古典群 $G$ に関しては [4, 5] と [8] に,
一般の古典群に関しては [6] に, そしてこれらを含む [9] に見出せる.

4 Simple types
今後 $[\Lambda, n, 0, \beta]$ を仮定 1を満たす $A$ の skew semisimple stratumと仮定

する.

その $[\Lambda, n, 0, \beta]$ に付随して, $G$ の 3つの開コンパクト部分群

$H^{1}(\beta,\Lambda)\subset J^{1}(\beta, \Lambda)\subset J(\beta, \Lambda)$

が定義される ([11, 3.2] を参照), そして $G$ の Levi部分群

$M= Stab(\bigoplus_{j=-m}^{m}W^{(j)})\cap G\simeq G_{0}\cross GL(N/m, F)^{xm}$ ,

を得る. ここで, $G_{0}$ は $(V_{0}, h_{0})$ の連結 isometry 群を表す. $M$ を Levi 因
子としてもち, 上半ブロック unipotent 行列からなる根基 $U$ をもつ $G$ の

parabolic部分群を $P$ とする. 故に $P=MU$ となる. $P^{-}=MU^{-}$ を $P$ の

$M$ に関する oppositeとする.

(仮定 2) これら部分群 $H^{1}(\beta, \Lambda),$ $J^{1}(\beta, \Lambda)$ , そして $J(\beta, \Lambda)$ は $(M, P)$ に

関する岩堀分解をもつ: $\mathcal{G}$ をこれらの群の 1つとすると,

$\mathcal{G}=(\mathcal{G}\cap U^{-}).(\mathcal{G}\cap M).(\mathcal{G}\cap U)$

実際, [9, Proposition 6.3] より上の仮定 1とこの仮定 2を満たす $A$ の

$[\Lambda, n, 0, \beta]$ が存在する ([12, Corollary 5.10] を参照).

今後 $[\Lambda, n, 0,.\beta]$ は仮定 1と仮定 2を満たすものとする.

[11, Definition 3.13] に従って, $\theta$ を $H^{1}(\beta, \Lambda)$ のある ‘skew semisimple 指
標’ とする. 仮定 2から $H_{P}^{1}:=H^{1}(\beta, \Lambda)(J^{1}(\beta, \Lambda)\cap U)$ は $G$ の部分群とな
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り, $\theta$ を」1 $(\beta, A)\cap P$上自明にして $H_{P}^{1}$ の指標に拡張できる. これを $\theta_{P}$ と

表す.

やはり仮定 2より, $H_{P}^{1}$ を部分群にもつ $G$ の 2つの開コンパクト部分群

$J_{P}^{1}:=H^{1}(\beta,\Lambda)(J^{1}(\beta,\Lambda)\cap P),$ $J_{P}:=H^{1}(\beta,\Lambda)(J(\beta,\Lambda)\cap P)$

を定義できる.

命題 4.1. 記号と仮定を上の通りとする. このとき

(1) $\theta_{P}$ を含む $J_{P}^{1}$ の唯一の既約表現 $\eta_{P}$ が存在する,
(2) さらに $\eta_{P}$ を拡張する $J_{P}$ のある既約表現 $\kappa_{P}$ が存在する

ここで, $\kappa_{P}$ は [1 $2_{;}$ Definition4.5]で定義される群 $J=J(\beta, \Lambda)$ のある
$’\beta$-extension’と呼ばれる既約表現 $\kappa$ を制限して得られる.

証明. (1) は [12, Lemma 5.12], そして (2) は [12, Lemma 6.1] の主張で
ある.

商群 $J_{P}/J_{P}^{1}$ に関して, 次の自然な同型が存在する :

$J_{P}/J_{P}^{1}\simeq J(\beta,\Lambda)/J^{1}(\beta,\Lambda)\simeq\overline{G}_{0}\cross GL(f, k_{E’})^{\cross m}$

ここで, $G_{0}$ に関して, $\overline{G}_{0}\simeq J(\beta^{0}, \Lambda_{0}^{M})/J^{1}(\beta^{0}, \Lambda_{0}^{M})$ であり (再び [11, 32]
を参照), $\overline{G}_{0}$ はある有限体上の unitary群である.

$J_{P}$ のある既約表現 $\tau$ を以下の形をした $J_{P}/J_{P}^{1}$ のある既約表現の $J_{P}$ へ

の持ち上げとする:

$\overline{\tau}_{0}\otimes(\bigotimes_{j=1}^{m}\overline{\tilde{\tau}}^{(j)})$

ここで, $\overline{\tau}_{0},$

$\overline{\tilde{\tau}}^{(j)}$ は各々 $\overline{G}_{0},$ $GL(f, k_{E’})$ の既約表現である.
命題 4.1の表現 $\kappa_{P}$ とこの表現 $\tau$ とから, $J_{P}$ の表現を

$\lambda_{P}=\kappa_{P}\otimes\tau$.

と定義する. このとき, 次の定理を得る.

定理 4.2. $J_{P}$ のその表現 $\lambda_{P}$ は次の性質をもつ:
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(1) $\tilde{J}(\beta’, \Lambda^{(j)})$ は仮定 1の $(\Lambda^{(j)}, \beta’)$ から定義される $GL(N/m, F)$ の開コ
ンパクト群とすると ([1, (3. 1)]を参照),

$J_{P} \cap M\simeq J(\beta^{0},\Lambda_{0}^{\Lambda I})\cross\prod_{j=1}^{m}\tilde{J}(\beta’, \Lambda^{(j)})$,

(2) $\lambda_{P}|(J_{P}\cap M)\simeq\lambda_{0}^{\Lambda I}\otimes\bigotimes_{j=1}^{m}\tilde{\lambda}^{(j)}$ ,

(3) $\lambda_{0}^{\Lambda I}$ と $\tilde{\lambda}^{(j)}$ は各々 $G_{0}$ と $GL(N/m, F)$ の ‘maximal simple type である
([1, $(6.2)J,$ $[12$, Definition 6. $17J$を参照).

証明. これは [ $12_{:}$ Lemma 6.1, Proposition 6.3] で示される. ([9, Proposi-
tions 7.2, 8.3] を参照).

定義 2. 上で定義した表現 $(J_{P}, \lambda_{P}=\kappa_{P}\otimes\tau)$ の) $G$ が ‘simple type’ とは,
それが次の条件を満たすことをいう : その因子 $\overline{\tilde{\tau}}^{(j)}$ がすべて既約 cuspidal
表現であり,

$\overline{\tilde{\tau}}^{(1)}\simeq\cdots\simeq\overline{\tilde{\tau}}^{(m)}$ ,

そして残りの因子 $\overline{\tau}_{0}$ を $\overline{G}_{0}$ の単位元の連結成分魂に制限したとき, それ
が司のある既約 cuspidal表現を含む.

この定義は, $GL(N, F)$ における $[$ 1, (5.10.10) $(a)]$ の古典群 $G$ への自然
な拡張である.

定理 4.3. 記号と仮定を上の通りとする. $(J_{P}, \lambda_{P})$ を $[\Lambda, n, 0, \beta]$ に付随す
る $G$ のある smple typeとする. このとき

(1) 定理 4.2の表現 $\tilde{\lambda}^{(j)}$ が

$\tilde{\lambda}^{(1)}\simeq\cdots\simeq\tilde{\lambda}^{(m)}$

を満たす,

(2) $(J_{P}, \lambda_{P})$ は Bushnell-Kuztkoの意味 $([2J)$ で $G$ における typeである.

事実, $G_{0}$ と $GL(N/m, F)$ の既約 supercuspidal表現 $\pi_{cusp}$ と $\rho$ , そして複素
数 $x_{1},$ $\cdots,$ $x_{m}$ に対して

$\pi_{M}=\pi_{cwsp}\otimes(\bigotimes_{j=1}^{m}\nu^{x_{j}}\rho)$
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で定義される $M$の既約 supercuspidal表現 $\pi_{M}$ の G-coverである. ここで,
$\nu=|\det|_{F}$ は $GL(N/m, F)$ の不分岐指標とする.

(3) もし $G$ のある既約スムース表現 $\pi$ が $\lambda_{P}$ を含めば, それは

$\pi_{cusp}\cross\prod_{j=1}^{m}\nu^{x_{j}}\rho=i_{P}^{G}(\pi_{M})$

のある G-部分商である. ここで, $i_{P}^{G}$ は正規化された induction functorと
する.

証明. これは [9, Proposition 9.2, Theorem 10.3] の主張である.

5 Self-dual simple types
今後

$M=G_{0} \cross\prod_{j=1}^{m}\tilde{G}^{(j)}=G_{0}\cross GL(N/m, F)^{xm}$ .

と同一視する.
[12, 6.2] より, 各 $j,$ $1\leq i\leq m$ に対して, $\beta$ の $G$ における中心化群 $G_{E}=$

$Z_{G}(\beta)$ の Weyl群の元 $Sj$ で, その共役が $M$の因子 $\tilde{G}^{(j)}=GL(N/m, F)$ 上

の対合 $\sigma_{j}$ と $\tilde{G}^{(j)}=GL(f, k_{E’})$ 上の対合 $\overline{\sigma}_{j}$ を導くものが存在する.

定義 3. $G$ のある simple type $(J_{P}, \lambda_{P})$ が ‘self-dual’ とは, 定義 2の表現
$\overline{\tilde{\tau}}^{(j)}$ が

$\overline{\tilde{\tau}}^{(j)}\simeq\overline{\tilde{\tau}}^{(j)}\circ\overline{\sigma}_{j},$ $(1\leq j\leq m)$

を満たすことをいう.

$\pi$ を G$L(N/m, F)$ のあるスムース表現とし, $\pi^{\vee}$ をその反傾 (contragra-
dient) 表現とする. $GL(N/m, F)$ のある表現 $\pi^{*}$ を次のように定義する :

$\pi^{*}(g)=\pi^{\vee}(\overline{g})(g\in GL(N/m, F))$

ここで, $\overline{g}$ は $g$ の $Gal(F/F_{0})$-対合による像を表す. $g=\overline{g}$も起こりうる. も
し $\pi$ が $\pi^{*}\simeq\pi$ を満たせば, それを ‘ $F/F_{0^{-}}self$-dual’ と呼ぶ ([10] を参照).
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定理 5.1. $(J_{P}, \lambda_{P})$ を $G$ のある self-dual simple typeとする. このとき,

(1) 定理 4.2の表現 $\tilde{\lambda}^{(j)}$ が

$\tilde{\lambda}^{(j)}0\sigma_{j}\simeq\tilde{\lambda}^{(j)},$ $(1\leq j\leq m)$

を満たす.
(2) $G$ のある既約スムース表現 $\pi$ が $\lambda_{P}$ を含めば, それは

$\pi_{cusp}\cross\prod_{j=1}^{m}\nu^{x_{j}}\rho$

のある $G$ -部分商である. ここで, $\pi_{\sigma usp}$ は $G_{0}$ のある既約 supercuspidal表
現, $\rho$ は $GL(N/m, F)$ のある既約 $F/F_{0^{-}}self$-dual supercuspidal表現であ
り, そして $x_{1},$ $\cdots,$ $x_{m}$ は複素数である.

証明. これは [9, Theorem 10.3] の主張である.

6 Discrete series
Moeglin-Tadi\v{c} [10] によって, ある基本的な仮定 (BA) の下で, $G$ の既約

2乗可積分表現が分類された. その仮定 (BA) とは 5章に現れた誘導表現
$\pi_{cusp}\cross\rho\nu^{x}$ の形の表現が可約になる点 $x$ を定めるものである.
この既約 2乗可積分表現は ‘admissible triples’ と呼ばれる不変量で特徴

付けられる. この不変量は 3つ組 (Jord, $\pi_{cusp},$
$\epsilon$ ) であり, 次のように定義

される :

(1) Jord $F$は (1つとは限らない複数の) 一般線形群の既約 supercuspidal
表現と正の整数からなる集合である. これをジョルダン ブロックと

呼ぶ.

(2) $\pi_{cusp}$ は $G$ と同じタイプの部分群 $G_{0}$ のある既約 supercuspidal表現で
ある.

(3) $\epsilon$ は $\{\pm 1\}$ に値をもつある関数である.

このとき, Moeglin-Tadi\v{c} [10] の主定理を以下のように述べることがで
きる.

定理 6.1. 仮定 $(BA)$ の下で, 写像

$\pi\mapsto(Jord(\pi),\pi_{cusp},\epsilon_{\pi})$
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が $G$ のすべての既約 2乗可積分表現の同値類からなる集合からすべての
admissible tripleの集合へのある全単射を与える.

$GL(N/m, F)$のある既約 $F/F_{0^{-}}self$-dual supercuspidal表現 $\rho$ と $x-y+1$
がある自然数になる実数 $x,$ $y$ に対して, 誘導表現

$\nu^{x}\rho\cross\nu^{x-1}\rho\cross\cdots\cross\nu^{y}\rho$

が唯一の既約部分表現を含むことがよく知られている (Zelvinsky [13]). そ
れを $\delta(\rho, x, y)$ で表す. これは群 $GL((x-y+1)N/m, F)$ の表現である.

$\pi_{cusp}$ を $G_{0}$ のある既約 supercuspidal表現とし, $\rho_{1}$ , $\cdot\cdot\cdot$ , $\rho_{k}$ を $GL(N/m)$
の非同値な $F/F_{0^{-}}self$-dual既約 supercuspidal表現とする. このとき, [10,
14.5] に従って, $\nu^{\overline{d}}\rho_{i}=\{\nu^{x}\rho_{i};x\in \mathbb{R}\}$ とする. ある自然数 $m(m\leq k)$ に

対して,

$\mathcal{D}_{m}(\rho_{1}\rho_{k};\pi_{cusp})$

で, $\tau_{1}\cross\cdots\cross\tau_{m}\cross\pi_{cusp}$ となる形の誘導表現のすべての既約 2乗可積分部
分商からなる族を表す. ここで, $\tau_{1},$ $\cdots,$ $\tau_{m}$ は $\bigcup_{i=1}^{k}\nu^{k^{-}}\rho_{i}$ をわたる.

定理 6.2. $(J_{P}, \lambda_{P})$ を $G$ のある self-dual simple type とし, $(\pi, \mathcal{V})$ を $G$ の

ある既約 2乗可積分表現と仮定する. 定理 4.3の $\{\nu^{x_{1}}\rho, \cdot \cdot. \nu^{x_{m}}\rho, \pi_{cusp}\}$

に対して, $\{\nu^{x_{1}}\rho, \cdots, \nu^{x_{m}}\rho\}$ における $\nu^{\overline{i}}\overline{x}$ -軌道の完全代表系を

$\{\nu^{y_{1}}\rho, \cdots, \nu^{y_{r}}\rho\}$

とする. ここで, 高々 1つの $y_{i}$ が $0$に等しく, 残りは異なる純虚数である.
このとき, 次の条件は同値である.

(1) $\pi$ が $\lambda_{P}$ を含む;
(2) $\pi\in \mathcal{D}_{m}(\nu^{y_{1}}\rho, \cdots, \nu^{y_{r}}\rho;\pi_{cusp})$ .

系 6.3. 記号と仮定を定理 6.2の通りとする. $\{\nu^{x_{1}}\rho, \cdots, \nu^{x_{m}}\rho\}$ における
$\nu$概軌道の完全代表系が $\rho$のみからなり, $\pi$ が $\lambda_{P}$ を含めば, この $\pi$ は誘導
表現

$\Pi=\pi_{cusp}\cross\prod_{i=1}^{k}\delta(\rho, (a_{i}-1)/2, (a_{i,-}+1)/2)$

$\cross$ $\prod_{j=1}^{r}\delta(\rho, (b_{r-j+1}-1)/2, -(b_{r-j+1,-}-1)/2)$ .
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のある既約部分表現に同値になる. ここで,

$\{a_{1,-}, a_{1}, \cdots , a_{k,-}, a_{k}, b_{1,-}, b_{1}, \cdots , b_{r,-}, b_{r}\}$ ,

は次の条件を満たす非負整数のある族である: すべての $i,j$ に対して,
$a_{i.-}\leq a_{i},$ $b_{j,-}<b_{j},$ $a_{i,-}-a_{i},$ $b_{j,-}-b_{j}\in 2\mathbb{N}$ , そして

$\sum_{i=1}^{k}(a_{i}-a_{i,-})+\sum_{j=1}^{r}(b_{j,-}+b_{j})=2m$

である.

この定理 62と系 63は, 講演で述べた結果を文献 [9] に対するある雑誌
のレフェリーによるコメントをもとに若干修正したものである.
最後に, $G$が不分岐ユニタリー群のとき, 上で与えられた self-dual simple

type $(J_{P}, \lambda_{P})$ を含む $G$ の既約スムース表現の同値類は, 加藤周氏 (京都

大学数理研) $[$7$]$ によって構成された $G_{1arrow}=Sp(m, \mathbb{C})$ に関する exotic ベキ
零錘の $G_{1_{\vee}^{-}}$-軌道でパラメトライズ出来ることを合わせて報告する. 詳細は
他所に譲る.
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